
 
 

平成 28 年 3 月 7 日 

各 位 

株式会社 新生銀行 

株式会社 T ポイント・ジャパン 

 
T ポイントプログラムの拡充について 

～「T ポイントプログラム 2016」としてリニューアルし、投資信託や外貨預金のお取引でも T ポイントを付与～ 

 

株式会社新生銀行（代表取締役社長 工藤 英之、以下、「新生銀行」）は、新生総合口座パワーフレックスの 

お客さまに対して、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（代表取締役社長兼 CEO 増田 宗昭、以下、「CCC」）

の連結子会社である株式会社 T ポイント・ジャパン（代表取締役社長 増田 宗昭、以下、「T ポイント・ ジャパン」）

が運営する共通ポイントサービス「T ポイント」（※）を付与するプログラムを、平成 28 年 4 月 1 日（金）から「T ポイント   

プログラム 2016」として拡充いたします。 

 

新生銀行では、Tポイント・ジャパンとの業務提携により、Tポイントを利用する「T会員」の方が新生総合口座パワー

フレックスの口座開設時や商品・サービスをご利用の際に T ポイントを付与するプログラムやキャンペーンを平成 25 年  

9 月から実施してまいりました。当初はお客さまに新生銀行の T ポイントサービスを知っていただき、ご利用していただく 

ため、インターネットでのお取引や ATM のご利用を中心にポイントを付与してまいりました。平成 27 年 4 月にはポイント

付与をプログラム化し、振込入金や自動引き落としの登録など、日常的な銀行サービスのご利用に対しても T ポイント

の進呈を開始したほか、平成 27 年度には店頭でのお取引に対する T ポイントの付与にも力を入れてまいりました。この

結果、近時は T ポイントのプログラムやキャンペーンを通じての口座開設が新規口座開設のお客さまの 2 割に達する  

など、新規顧客獲得および取引の活性化に一定の効果が見られます。このため、今般のリニューアルでは、平成 27 年

4 月からプログラム化したお取引に加え、投資信託や外貨預金のお取引の際にも T ポイントを進呈するなど、ポイント 

付与の機会を拡充すると共に、これまで郵送やスマートフォンアプリでの口座開設に付与していたポイントを店頭で口座

開設いただいたお客さまも対象となるように拡大いたします。T ポイントプログラムの変更内容の詳細は下記をご参照くだ

さい。 

 

新生銀行では、第三次中期経営計画において、新生銀行グループの顧客基盤の重層的な活用を目指しており 

ます。T ポイントサービスはその実現に向けた重要な戦略の一つであることから、新生銀行グループによる T ポイント   

サービスのさらなる拡充を検討し、同グループの商品･サービスの利用者の増加につなげてまいります。また、T ポイント・

ジャパンでは、プログラムの拡充を通じて、T 会員に対して T ポイントが貯まりやすい環境の拡大を図ってまいります。 

 
（※）「Tポイント」とは、株式会社Tポイント・ジャパンが展開する共通ポイントサービスで、平成28年1月末現在、会員数は5,707万人   

（アクティブ・ユニーク数）、Tポイント提携企業は同年1月末現在、全国132社約49万店舗に達しています。Tポイントは、TSUTAYA、   

ファミリーマート、ENEOS、ガスト、Yahoo!ショッピング、ソフトバンク携帯電話など、生活に密着した幅広い分野で利用できる、日本最大の

共通ポイントサービスです。 

 

■T ポイントプログラム改定の概要（平成 28 年 4 月 1 日から） 

【「T ポイントプログラム 2016」から新しく追加されるポイントサービス】 
お取引・お手続き    付与する T ポイント 対象条件 

T ポイントプログラムへの

エントリー 
1 ポイント（毎月 1 回） 

Tポイントプログラムへのエントリーで毎月1ポイントプ

レゼントいたします。 

投資信託のお取引 投資信託のお取引金額（投資信託口座の開設月

を含む 3 カ月後の月末までの合計） 

1 万円以上 30 万円未満：100 ポイント 

30 万円以上 100 万円未満：5,000 ポイント 

100 万円以上：20,000 ポイント 

投資信託口座の開設月を含む 3 カ月後の月末ま

での対象となる投資信託の合計取引金額に応じて

最大 20,000 ポイントをプレゼントいたします。 

＜対象となる投資信託＞ 

国内籍投資信託（野村 Funds-i シリーズを除く） 

＜対象となる投資信託のお取引＞ 

投資信託の購入のお申込日が対象期間中であれ

ば、約定日が対象期間以降となっても合計取引金

額の対象となります。 

※積立、スイッチング、NISA 口座によるお取引およ

び NISA プラスが適用となるお取引は合計金額には

含みません。 
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外貨預金のお取引 外貨預金のお取引金額（合計） 

10 万円以上：20 ポイント 

50 万円以上:100 ポイント 

100 万円以上：200 ポイント 

毎月の外貨預金のお取引に応じて毎月最大 200

ポイントをプレゼントいたします。 

＜対象となるお取引＞ 

円普通預金から外貨普通預金へのお振替、円普

通預金から 2 週間満期外貨預金・外貨定期預金

（おためし外貨プランを含みます）へのお預け入れが

対象となります。 

※外貨から円への交換、外貨から外貨への交換は

対象外となります。 

投信積立 投信積立のご利用で毎月 5 ポイント 投信積立による引き落としが 1 件以上で毎月 5 ポ

イントプレゼントいたします。 

※対象は投信積立による引き落としのあった月となります。 

外貨積立 

（パワービルダー） 

外貨積立のご利用で毎月 5 ポイント 外貨積立による引き落としが 1 件以上で毎月 5 ポ

イントプレゼントいたします。 

※対象となる商品やポイント数は変更となる場合があります。 

 

【付与ポイント・条件が変更となるポイントサービス】 

お取引・お手続 

   付与する T ポイント 

T ポイントプログラム 2016 

（平成 28 年 4 月以降） 

現行の T ポイントプログラム 

（平成 28 年 3 月末まで） 

イーネット ATM のご利用 入金または出金で１回 10 ポイント／毎月最大 20

ポイント（月 2 回以上） 

入金または出金で 1 回 15 ポイント／毎月最大 30

ポイント（月 2 回以上） 

振込入金 他の銀行等からの 1 回 1 万円以上の振込入金で 

 ＜口座開設月を含む 3 カ月間＞ 

  1 回 100 ポイント 

  毎月最大 400 ポイント 

 ＜通常（口座開設月から 4 カ月目以降）＞ 

  1 回 25 ポイント 

  毎月最大 100 ポイント 

他の銀行等からの 1 回 10 万円以上の振込入金で 

  1 回 25 ポイント 

  毎月最大 50 ポイント 

自動引落登録 新規登録で 

  1 件登録につき 100 ポイント 

  毎月最大 200 ポイント 

新規登録で 

  1 件登録につき 100 ポイント 

  （毎月の上限なし） 

※対象となる取引やポイント数は変更となる場合があります。 

 

【終了するポイントサービス】 
お取引・お手続き 概要 備 考 

抽選 当行所定の預金の月末残高に応じて 

毎月 

 10 名さまに 10,000 ポイント 

 100 名さまに 1,000 ポイント 

 1,000 名さまに 100 ポイント 

抽選ポイントは平成 28 年 3 月の抽選をもって終了

いたします。 

 

■ご参考：継続するTポイントプログラムの概要 

以下のプログラムは、「Tポイントプログラム2016」でも継続してご利用いただけます。 
お取引・お手続き 付与する T ポイント 対象条件 

口座開設 500 ポイント 口座開設いただいた翌月末までにTポイントプログラ

ムにエントリーすること。 

※店頭口座開設を平成 28 年 4 月からプログラムに

追加いたします。エントリー方法が平成 28 年 4 月か

ら変更になりますので、詳細は別添をご参照くださ

い。 

＜T カードプラス会員さま

限定＞口座開設 

1,000 ポイント T カード プラス会員の方が、口座開設いただいた翌

月末までに当行所定の方法で T ポイントプログラム

にエントリーすること。 

※店頭口座開設を平成 28 年 4 月からプログラムに

追加いたします。エントリー方法が平成 28 年 4 月か

ら変更になりますので、詳細は別添をご参照くださ

い。 

新生パワーダイレクトログ

イン 

10 ポイント 口座開設月を含む 3か月後の月末までにインターネ

ットバンキング（新生パワーダイレクト）に 1 回以上ロ

グインいただくこと。 
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スタートアップ円定期の

設定 

100 万円以上 300 万円未満：60 ポイント 

300 万円以上 1,000 万円未満：200 ポイント 

1,000 万円以上：600 ポイント 

口座開設月を含む3ヵ月後の月末残高が合計100

万円以上。 

※お取引窓口は店頭・電話・インターネットいずれで

も対象となります。 

海外 ATM 利用 1 回 50 ポイント／毎月最大 100 ポイント 海外に設置された ATM からの出金。 

※PLUSマーク表示のあるCD・ATMをご利用いただ

けます（事前に限度額変更のお手続きが必要で

す）。 

※ATM により最低利用可能金額は異なります。対

象月は日本時間での利用時間となります。 

パワースマート住宅ローン

の契約 

500 万円以上 1,000 万円未満：5,000 ポイント 

1,000 万円以上 2,000 万円未満：10,000 ポイン

ト 

2,000 万円以上：20,000 ポイント 

パワースマート住宅ローンのご契約額に応じて最大

20,000 ポイントプレゼント致します。 

 

以 上 
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別 添 

 

＜新規口座開設のお客さま向け＞Tポイントプログラム（お問い合わせ番号：5005) ご注意事項（2016年4月以降） 

 すでに新生総合口座パワーフレックスをお持ちの方は対象外となります。また既に口座をお持ちの方が、口座解約

のうえ本キャンペーンをお申込みいただくことはお断りしております。 

 マル優（特）口座は対象外となります。 

 口座開設完了後、口座開設完了月の翌月末までにTポイントプログラム（お問合せ番号：5007）にエントリーいた

だいたお客さまが対象となります。キャンペーンエントリーの際にご入力いただく口座番号、生年月日、T会員番号

に相違があった場合、対象外となります。口座開設月および翌月に複数回エントリーいただいた場合、最後のエン

トリーが対象となります。 

 他の口座開設キャンペーン等との併用はできません。本プログラムにエントリーされていても、他の口座開設キャンペ

ーン等のお手続きをされている場合、他のキャンペーンによる景品等の付与有無にかかわらず、本プログラムは対

象外となります。 

 ポイント付与日は次のとおりです。口座開設ポイント：口座開設月の翌々月末まで、ログインポイント・円預金ポイ

ント：口座開設月を含む5ヵ月目月末まで。 

 ポイントプレゼント前に口座解約された場合や、ポイントプレゼントの際にT会員番号が有効ではない場合も対象

外となります。 

 1つのお取引に対して適用できるプログラムが複数ある場合は、原則として1つのみお選びいただきます（ただし、同

時適用が可能なプログラムを実施している場合もございます）。 

 当行所定の方法以外でお手続きされた場合、プログラム期間終了後にお申し出いただいた場合、事後的にポイ

ントをプレゼントすることはできません。 

 本プログラムの内容・条件は、2016年3月7日現在。プログラム期間中であっても市場動向等により内容・条件の

変更または本プログラムを中止する場合があります。あらかじめご了承ください。 

 本プログラムの他に、他の店舗やインターネット等で独自のキャンペーンやプログラムを行っている場合があります。よ

り有利な条件での参加が可能な場合や、有利な景品等が提供される場合があります。詳しくは、今月のキャンペ

ーン一覧・プログラム一覧をご覧いただくか、新生パワーコールまたは店頭スタッフへお尋ねください。本プログラムに

関するお問合せは、新生パワーコール【0120-456-860（24時間365日受付）】まで。 

 

＜Tカードプラス会員限定＞口座開設ポイントプログラムについて（お問合せ番号：5022） ご注意事項（2016年4月以

降） 

 すでに新生総合口座パワーフレックスをお持ちの方は対象外となります。また既に口座をお持ちの方が、口座

解約のうえ本キャンペーンをお申込みいただくことはお断りしております。 

 マル優（特）口座は対象外となります。 

 口座開設完了後、口座開設完了月の翌月末までに、所定のキャンペーンコードを入力して、T ポイントプログ

ラム（お問い合わせ番号：5007）にエントリーいただいたお客さまが対象となります。T ポイントプログラムエントリー

ご入力内容に誤りがあった場合、対象外となります。口座開設月および翌月に複数回エントリーいただいた場

合、最後のエントリーが対象となります。口座開設月の翌月末まで期間の最後のエントリー時に所定のキャン

ペーンコードの入力がなかった場合対象外となります。 

 他の口座開設キャンペーン等との併用はできません。本プログラムにエントリーされていても、他の口座開設キャ

ンペーン等のお手続きをされている場合、他のキャンペーンによる景品等の付与有無にかかわらず、本プログラ

ムは対象外となります。 

 ポイントは口座開設月の翌々月末までに付与します。 

 ポイントプレゼント前に口座解約された場合や、ポイントプレゼントの際に T 会員番号が有効ではない場合も

対象外となります。 

 1 つのお取引に対して適用できるプログラムが複数ある場合は、原則として 1 つのみお選びいただきます（ただし、

同時適用が可能なプログラムを実施している場合もございます）。 

 当行所定の方法以外でお手続きされた場合、プログラム期間終了後にお申し出いただいた場合、事後的に

ポイントをプレゼントすることはできません。 

 本プログラムの内容・条件は、2016 年 3 月 7 日現在。プログラム期間中であっても市場動向等により内容・

条件の変更または本プログラムを中止する場合があります。あらかじめご了承ください。 

 本プログラムの他に、他の店舗やインターネット等で独自のキャンペーンやプログラムを行っている場合があります。

より有利な条件での参加が可能な場合や、有利な景品等が提供される場合があります。詳しくは、今月のキ

ャンペーン一覧・プログラム一覧をご覧いただくか、新生パワーコールまたは店頭スタッフへお尋ねください。 

 本プログラムに関するお問合せは、新生パワーコール【0120-456-860（24 時間 365 日受付）】まで。 
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Tポイントプログラム（お問い合わせ番号：5007） ご注意事項（2016年4月以降） 

 エントリーいただいた口座番号・生年月日・T 会員番号に誤りがあった場合、対象外となります。 

 ポイントプレゼント前に口座解約された場合や、ポイントプレゼントの際に T 会員番号が有効ではない場合も

対象外となります。 

 ポイントは翌々月末までに付与します。ただし、投資信託ポイントは投資信託口座開設月を含む 3 ヵ月目の

取引が確定した月の翌々月末までに付与します。 

 投資信託ポイントは投信口座開設月を含む 3カ月間にエントリーいただくことで対象となります。対象期間中、

複数回エントリーした場合、同一の口座番号によるエントリーで日時が最新のものが有効となります。 

 他のキャンペーン等を併用いただく際、景品表示法の規制により、特典の一部または全部をご提供できないこ

とがございます。あらかじめご了承ください。 

 1つのお取引に対して適用できるキャンペーン等が複数ある場合は、原則として 1つのみお選びいただきます（た

だし、同時適用が可能なキャンペーン等を実施している場合もございます）。 

 本プログラムの内容・条件は、2016 年 3 月 7 日現在。内容・条件の変更または本プログラムを中止する場合

があります。あらかじめご了承ください。本プログラムの他に、他の店舗やインターネット等で独自のキャンペーン

等を行っている場合があります。より有利な条件での参加が可能な場合や、有利な景品等が提供される場合

があります。詳しくは、今月のキャンペーン一覧・プログラム一覧をご覧いただくか、新生パワーコールまたは店頭

スタッフへお尋ねください。 

 本プログラムに関するお問合せは、新生パワーコール【0120-456-860（24 時間 365 日受付）】まで。 

 

T ポイントプログラム（お問合せ番号：5007）各ポイントに関する注意事項（2016 年 4 月以降） 

   ＜エントリーポイントに関する注意事項＞ 

 エントリーポイントはお 1 人さま毎月 1 回限りです。期間中に複数回エントリーした場合、同一の口座番号によ

るエントリーで日時が最新のものが有効となります。 

＜イーネット ATM 入出金ポイントに関する注意事項＞ 

 イーネット ATM 以外の ATM はポイント付与対象外です。 

＜振込入金ポイントに関する注意事項＞ 

 新生銀行以外の国内銀行等が送金元銀行となる円建て振込が対象となります。 

 給与や年金、保険金、証券口座からの振替等、金融機関を含む各種企業団体等からの振込の場合でも、

各種企業団体等の利用銀行（送金元銀行）が新生銀行だった場合、対象外となります。 

＜口座振替ポイントに関する注意事項＞ 

 お客さまがお手続きを開始してから登録完了となるまでの時間はサービス提供企業によって異なります。対象

月は当行での登録完了日となりますので、プログラムへのエントリーのタイミングにご注意ください（毎月のエントリ

ーをおすすめいたします）。 

 毎月のポイント対象は 2 件までです。 

 既に同一の企業・団体名で引落登録があった場合、対象外となります（集金・収納代行会社等による引落

の場合、引落対象となるサービスを提供する企業が異なる場合でも、集金・収納代行会社名が同一の場合

は対象外となります）。 

＜海外 ATM 出金ポイントに関する注意事項＞ 

 ATM により最低利用可能金額が異なります。 

 対象となる月は、日本時間でのご利用日時となります。 

＜投資信託ポイントに関する注意事項＞ 

 既に投資信託口座を開設済みのお客さまはご利用いただけません。ただし 2016 年 2 月に投信口座を開設さ

れた方は 2 月～4 月の合計取引金額で、2016 年 3 月に口座を開設された方は 3 月～5 月の合計取引金

額でポイントが付与されます。 

 投資信託口座の開設月を含む 3 カ月目の月末までの合計取引金額に応じて付与ポイントを算出いたします

（郵送にて投資信託口座をご開設の場合は、口座開設完了時に郵送されるお知らせで口座開設日をご確

認いただけます）。 

 対象となる投資信託は、国内籍投資信託（野村 Funds-i シリーズを除く）に限ります。積立、スイッチング、

NISA 口座によるお取引および NISA プラスが適用となるお取引は合計金額には含みません。投資信託の購

入のお申込日が対象期間中であれば、約定日が対象期間以降となっても合計取引金額の対象となります。 

＜外貨預金ポイントに関する注意事項＞ 

 エントリーいただいた月の円普通預金から外貨普通預金へのお振替、円普通預金から 2 週間満期外貨預

金・外貨定期預金（おためし外貨プランを含みます）へのお預け入れが対象となります。 
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 パワービルダー（自動積立型外貨定期預金）は対象外です。 

 外貨から円への交換、外貨から外貨への交換は対象外となります。 

＜積立投資信託ポイントに関する注意事項＞ 

 対象となる月は、投信積立で引き落としのあった月となります。 

  ＜外貨積立（パワービルダー）による引き落としポイントに関する注意事項＞ 

 対象となる月は、パワービルダー（自動積立型外貨定期預金）の引き落としのあった月となります。 

 

住宅ローンTポイントプログラム（お問い合わせ番号：5009） ご注意事項 

 住宅ローン契約お手続きの際、本プログラム申込書を提出いただいた方が対象となります。申込書のご提出

がない場合やご記入いただいたT会員番号等に相違があった場合、対象外となります。なお、ご契約後のプ

ログラム申込書の提出、訂正はできません。 

 Tポイントプレゼントの際にT会員番号が有効ではない場合は、対象外となります。 

 Tポイントは融資実行月の翌々月末までにプレゼントします。 

 すでにパワースマート住宅ローンをご利用中の方は、対象となりません。 

 安心パックW（ダブル）、企業または不動産会社の提携ローン、提携キャンペーン等をご利用の方は対象となり

ません。 

 他のポイント等プレゼントプログラムとの併用はできません。 

 他のキャンペーン等を併用いただく際、景品表示法の規制により、特典の一部または全部をご提供できない

ことがございます。あらかじめご了承ください。 

 本プログラムの内容・条件は、2016年3月7日現在。内容・条件の変更または本プログラムを中止する場合

があります。あらかじめご了承ください。 

 本プログラムの他に、他の店舗やインターネット等で独自のキャンペーンを行っている場合があります。より有利

な条件での参加が可能な場合や、有利な景品等が提供される場合があります。詳しくは、新生銀行ウェブ

サイトをご覧いただくか、お電話または店頭スタッフへお尋ねください。 

 

投資信託一般について 

 投資信託は、預金ではなく、元本保証および利回り保証のいずれもありません。 

 投資信託は預金保険制度の対象ではありません。また、新生銀行が取り扱う投資信託は、投資

者保護基金の対象ではありません。 

 投資信託は主に国内外の有価証券に投資しますので、以下に列挙するリスクや国内外の政治経

済状況等の変化等により、基準価額（外国籍投資信託の場合、純資産価格）が変動し、投資元

本を割り込むことがあります。過去の運用実績は、将来の運用成果を約束するものではなく、運用

の利益および損失はすべて投資信託をご購入いただいたお客さまに帰属します。 

 価格変動リスク：株式、公社債など値動きのある有価証券を組入れて投資することによる

基準価額の変動リスク。 

 為替変動リスク：外国の株式や公社債などの有価証券などを組入れて投資を行う場合の、

為替相場の変動の影響による基準価額の変動リスク。外貨建て投資信託の場合、外貨

建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動により円換算ベースでは投資

元本を割り込むことがあります。 

 発行者（または保証会社）の信用リスク：組入れ有価証券の発行者（または保証会社）の

経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部機関の評価の変化やその他の信用状

況の変化等の影響に基づく基準価額の変動リスク。 

 投資信託には以下の通りお客さまに直接、または間接的にご負担いただく手数料や費用がありま

す。 

 お申し込み時…申込手数料（国内籍投資信託は約定金額に対して、外国籍投資信託

は申込金額に対して税込最大3.24％）がかかります。 

 運用期間中…信託報酬・管理報酬（純資産総額に対して年率・税込最大3.0％）がかか

るほか、その他信託期間中に発生する費用（組入れ有価証券の売買委託手数料、監査

費用、成功報酬、投資先ファンドにかかる費用等があり、運用状況等により変動するため、

事前に料率および上限額を示すことはできません）がかかります。 

 換金時…信託財産留保額（基準価額に対して最大0.7％または一万口あたり最大300

円）や買戻し手数料（当初募集価額に対して最大5.0％）がかかります。 

これらの手数料等の合計額については、ご購入ファンド、ご購入金額、その運用状況、お客さまがファン

ドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 
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ファンドごとに手数料や費用は異なります。各ファンドの手数料・費用等の詳細は契約締結前交付書面

（目論見書および目論見書補完書面）でご確認ください。 

 投資信託のご購入・換金にあたって円貨から外貨または外貨から円貨へ交換する場合には、上記

手数料・費用のほか、当行の定める為替手数料がかかります。 

 投資信託の換金（解約・買取）については、ファンドによってクローズド期間（換金することができない

期間）が設定されているものや特定日にしか換金の申し込みができないものがあるほか、換金までに

相当の期間がかかることがあります。 

 投資信託をお申し込みの際には、あらかじめ最新の契約締結前交付書面（目論見書および目論

見書補完書面）の内容を必ずご確認のうえ、お客さまご自身でご判断ください。 

 目論見書および目論見書補完書面は、店頭や郵送で入手いただけるほか、新生パワーダイレクト

でもご確認いただけます（店頭で取り扱いのないファンドの目論見書および目論見書補完書面は新

生パワーダイレクトでご確認ください）。なお、投資信託の取り扱いのない店舗ではご用意しておりま

せん。 

 交付目論見書と請求目論見書が分冊となっている場合、請求目論見書はご請求いただいたお客

さまにお送りしております。新生パワーコールまでご連絡ください。 

 投資信託のお申し込み・換金等のお取り扱いは新生銀行、設定・運用は投資信託委託会社、信

託財産の管理等は信託銀行が行います。 
 ［2016年3月7日現在］ 

外貨預金一般について 

 外貨預金は為替変動により外貨から円への交換比率（為替レート）が変わるため、外貨を円に交

換した場合に為替差損が生じ、当初預け入れ時の円の元本を下回り、元本割れとなる可能性が

あります。 

 円でのお預け入れ・お引き出しには為替手数料がかかります（外国為替市場の急激な変動があっ

た場合や主要市場の休場日には、最大で1基本通貨単位あたり片道5.5円往復11円かかる場合

があります）。また、円以外の通貨間での交換の場合、一方の通貨に最大片道0.02を乗じた金額

が為替手数料としてかかります。 

 そのため、為替相場の変動が無い場合でも、為替手数料・金利水準により、当初預け入れ時の円

の元本を下回り元本割れとなる場合があります。 

 新生ステップアッププログラムによる外貨為替手数料の優遇は、円から外貨、外貨から円への交換

が対象となります（ただし、パワーサポートプラスの通貨変更や利払い、パワービルダーの積立金の引

き落とし等は対象となりません。また外貨間の交換、および口座解約の手続きにあわせて外貨預金

残高を円に振り替える際も、対象となりません）。 

 外貨預金は預金保険の対象ではありません。 

 外貨定期預金は原則として中途解約できません。ただし、当行がやむを得ないものと認めて満期日

前に解約する場合には、元本金額のみの払い戻しに応じます（利息はいっさい支払われません）。 

 外貨現金のお取り扱いはしておりません。 

 外貨送金には別途送金手数料がかかります。 

 本預金のご利用にあたっては、店頭やインターネットにご用意している商品説明書（契約締結前交

付書面）を必ずご確認いただき商品特性について十分にご理解のうえ、余裕資金によりご自身のご

判断と責任でお申し込みください。 

 

パワースマート住宅ローンについて 

 借入期間は5年以上35年以内（1年単位）、借入金額は500万円以上1億円以下（10万円単位）です。

ただし、安心パックW（ダブル）をご利用になる場合、借入期間は25年以上、借入金額は1,500万円以上

であり、団体信用介護保障保険への加入資格を有する必要があります。 

 変動金利（半年型）タイプ、当初固定金利タイプは、当初借入金利適用期間終了後、お客さまからのお申し出が

ない限り、変動金利（半年型）の当行所定の基準金利が適用されます。 

 変動金利（半年型）タイプ、当初固定金利タイプを利用されている方は、金利変更時に当初固定金利タイプをご

選択いただくことも可能です。ご選択にあたっては、手数料 5,400 円（消費税込み）がかかります。 

 借入時に適用される金利は原則として毎月見直しを行いますが、金利動向によっては月中でも当初借入金利の

見直しを行うことがあります。住宅ローンのご契約にあたっては、お客さまの借入金に適用される具体的な適用利率

を必ずご確認ください。 

 当初固定金利タイプおよび長期固定金利タイプは、金利情勢等により、やむを得ずお取り扱いを中止する場合もご

ざいます。新生銀行ウェブサイトまたは新生パワーコール＜住宅ローン専用＞（0120-456-515／9:00～19:00／平
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日・土日・祝日も受け付けております＜年末年始の休業日を除く＞）にて、借入金額や借入期間に応じた毎月の

返済額を試算できます。 

 住宅ローンの借入日はお客さまにご選択いただきます。ご契約日からご契約日の属する月の翌々月の最終営業日

までの期間における当行営業日をご選択ください。 

 事務取扱手数料は契約ごとに、安心パックＷ（ダブル）は 16 万 2,000 円（消費税込み）、安心パックは 10 万 8,000

円（消費税込み）、いずれも申し込まない場合は 5万 4,000円（消費税込み）です。それ以外に登記費用、印紙税、

司法書士報酬等の諸費用がかかります。 

 ご融資の対象物件となる土地、建物に、当行を第一順位の抵当権者とする抵当権、または根抵当権を設定いた

だきます。 

 店頭、新生パワーコール＜住宅ローン専用＞、新生銀行ウェブサイトにて商品説明書をご用意しています。 

 当初固定金利タイプについては、当行住宅ローンの提携先企業・団体にお勤めの従業員・職員等のお客さまに金

利の優遇等がある場合がございます。詳しくは新生パワーコール＜住宅ローン専用＞までお問い合わせください。 

 当行のパワースマート住宅ローンを既にご利用中のお客さまにつきましては、当行で借り換えをすることができません。 

 住宅ローンのご融資には当行所定の審査がございます。ご希望にそえない場合もございますので、あらかじめご了承

ください。 
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http://www.shinseibank.com/powerflex/housing/loan_syousai.pdf

	～「Tポイントプログラム2016」としてリニューアルし、投資信託や外貨預金のお取引でもTポイントを付与～

